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阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
久　
保　
尾　
俊　
郎
一
　
阿
佐
井
野
氏
は
一
六
世
紀
の
泉
南
堺
で
出
版
活
動
を
行
っ
た
一
族
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
阿
佐
井
野
氏
が
出
版
し
た
『
増
註
唐
賢
三
体
詩
法
』『
新
刊
名
方
類
証
医
書
大
全
』『
論
語
』
は
「
阿
佐
井
野
版
」
と
呼
称
を
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
出
版
史
上
に
有
名
で
あ
る
 
 
。
　
阿
佐
井
野
と
い
う
氏
名
は
現
代
で
は
な
じ
み
が
な
い
が
、『
延
喜
式
神
名
帳
』
の
越
後
国
蒲
原
郡
の
一
三
座
の
一
つ
に
「
旦
飯
野
神
社
」
が
あ
り
、「
旦
飯
野
」
は
『
延
喜
式
神
名
帳
秘
釋
』
で
は
「
ア
サ
イ
ノ
」
と
読
ん
で
い
る
 
 
。
近
江
国
の
「
浅
井
」
は
歴
史
的
地
名
で
あ
る
が
、『
和
名
類
聚
抄
』
の
一
本
元
和
古
活
字
本
で
は
「
阿
佐
井
」
と
訓
注
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
 
 
、
中
世
に
は
「
浅
井
庄
」
が
「
ア
ザ
イ
ノ
シ
ョ
ウ
」
と
読
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
 
 
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
阿
佐
井
野
は
歴
史
的
由
来
を
も
っ
た
氏
名
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
六
世
紀
後
半
の
阿
佐
井
野
宗
信
、
同
良
悦
は
藤
原
氏
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
法
用
文
集
』）。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
頃
の
阿
佐
井
野
承
瑞
が
一
三
代
を
称
し
て
い
る
（『
薬
性
草
木
名
鑑
』
奥
書
）
の
で
相
当
長
く
続
い
た
氏
族
で
あ
り
、
一
族
の
人
達
が
長
い
間
名
族
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
阿
佐
井
野
氏
の
屋
号
は
野
遠
屋
（
能
登
屋
）
だ
と
い
わ
れ
る
（『
月
海
雑
録
』）
が
、
野
遠
屋
は
繁
栄
し
た
堺
を
代
表
す
る
豪
商
で
あ
っ
た
。
野
遠
屋
は
堺
か
ら
奈
良
に
通
ず
る
竹
内
街
道
沿
い
の
河
内
国
八
上
郡
野
遠
郷
出
身
と
さ
れ
 
 
、
野
遠
郷
の
名
は
平
安
期
か
ら
見
ら
れ
る
 
 
。『
開
―　　―
口
神
社
文
書
』
中
の
康
応
元
年
（
一
三
八
九
）
一
一
月
一
四
日
付
文
書
に
 
 
野
遠
屋
周
阿
弥
の
名
が
見
え
る
が
、
一
五
〇
年
近
く
後
、
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
堺
の
会
合
衆
の
代
表
者
の
一
人
と
し
て
織
田
信
長
に
対
抗
し
て
敗
れ
（『
続
応
仁
後
記
』）、
急
速
に
勢
力
を
失
っ
て
後
退
し
て
い
く
ま
で
、
野
遠
屋
の
名
は
複
数
の
史
料
に
登
場
す
る
 
 
。
　
小
論
は
阿
佐
井
野
宗
禎
、
同
宗
瑞
、
同
宗
信
、
同
良
悦
、
同
承
瑞
、
円
玖
と
い
っ
た
阿
佐
井
野
氏
の
中
で
名
の
知
ら
れ
て
い
る
人
々
の
事
跡
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
版
史
上
に
著
名
で
あ
り
な
が
ら
、
今
ま
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
阿
佐
井
野
氏
の
姿
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
　
阿
佐
井
野
氏
の
う
ち
、
名
の
知
ら
れ
て
い
る
最
も
初
期
の
人
物
は
阿
佐
井
野
宗
禎
で
あ
る
。
宗
禎
は
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
『
増
註
唐
賢
三
体
詩
法
』（
以
下
『
三
体
詩
』）
の
版
木
を
購
入
し
た
。
そ
れ
は
阿
佐
井
野
版
『
三
体
詩
』
と
し
て
知
ら
れ
る
本
の
追
記
刊
語
に
此
板
流
伝
、
自 
京
至 
泉
南 
於 
是
阿
佐
井
野
宗
禎
贖
以
置 
之
於
家
塾 
也
、
欲 
印
摺 
之
輩
、
以
待 
方
来 
矣
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。『
三
体
詩
』
は
室
町
初
期
に
刊
行
さ
れ
て
世
に
流
行
し
、
応
仁
の
乱
で
版
木
が
散
逸
し
た
の
を
明
応
三
年
の
秋
に
相
国
寺
の
光
源
和
尚
（
爆
岩
等
紳
）
が
覆
刊
し
て
版
木
を
相
国
寺
の
塔
頭
広
徳
軒
に
置
い
て
い
た
（『
三
体
詩
』
刊
語
）。
そ
の
版
木
が
泉
南
に
流
れ
て
き
て
宗
禎
が
購
っ
た
の
で
あ
る
。
　
追
記
刊
語
に
よ
る
と
、
阿
佐
井
野
宗
禎
は
版
木
を
購
い
家
の
塾
に
置
い
た
こ
と
、
そ
し
て
印
摺
を
求
め
る
人
々
を
待
ち
版
木
を
使
用
さ
せ
よ
う
と
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
教
育
者
的
・
啓
蒙
家
的
姿
勢
を
見
て
と
れ
よ
う
。
堺
の
街
中
で
、
阿
佐
井
野
（
野
遠
屋
）
と
い
う
商
人
の
家
内
で
出
版
と
い
う
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
宗
禎
が
刊
語
を
追
刻
し
た
人
と
は
限
ら
な
い
し
、
現
存
の
阿
佐
井
野
版
『
三
体
詩
』
を
印
刷
刊
行
し
た
と
は
断
定
で
き
ず
、
他
の
人
物
が
刊
行
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
　
ま
た
こ
の
刊
語
に
は
年
記
が
な
く
、
阿
佐
井
野
宗
禎
の
版
木
の
購
入
時
期
や
宗
禎
自
身
の
活
躍
時
期
が
わ
か
ら
な
い
。『
三
体
詩
』
の
覆
刻
者
光
源
和
尚
は
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
ま
で
存
命
で
あ
っ
た
 
 
。
川
瀬
一
馬
博
士
は
阿
佐
井
野
版
『
三
体
詩
』
と
し
て
現
存
す
る
本
の
刷
り
の
状
態
か
ら
版
木
が
そ
ん
な
に
も
磨
滅
し
て
い
な
い
と
判
断
し
、
版
木
は
年
数
を
経
ず
し
て
泉
南
に
流
れ
た
と
し
た
。
そ
し
て
、
宗
禎
は
三
〇
数
年
後
に
『
新
刊
名
方
類
証
医
書
大
全
』（
以
下
『
医
書
大
全
』）
を
刊
行
す
る
次
代
の
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
父
に
あ
た
る
人
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
 
 
。
　
ち
な
み
に
、
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
、『
三
体
詩
』
が
刊
行
さ
れ
た
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
に
は
二
二
歳
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
家
の
代
表
者
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
に
見
る
よ
う
に
京
都
に
出
て
武
家
・
寺
家
の
人
々
と
交
流
し
て
い
た
。
　
『
三
体
詩
』
の
版
木
が
泉
南
堺
に
流
れ
て
き
た
背
景
に
堺
が
相
国
寺
の
崇
寿
院
領
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
 
 
。
応
永
二
六
年
（
一
四
一
九
）
二
月
、
室
町
幕
府
は
相
国
寺
の
塔
頭
崇
寿
院
に
堺
南
荘
を
与
え
て
堺
南
庄
を
住
民
の
地
下
請
と
し
、
屋
地
子
棟
別
銭
を
寺
家
に
納
入
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
徴
収
は
住
民
の
代
表
で
あ
る
会
合
衆
の
有
力
者
が
あ
た
っ
て
い
た
。
野
遠
屋
が
当
時
の
会
合
衆
一
〇
人
の
う
ち
に
い
た
か
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
当
時
の
堺
の
有
力
商
人
の
中
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
 
 
。
相
国
寺
に
と
っ
て
堺
は
「
泉
南
佛
国
 
 
」
で
あ
り
経
済
的
基
盤
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
堺
商
人
の
野
遠
屋
等
と
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
一
方
堺
商
人
は
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
の
遣
明
船
が
堺
か
ら
出
航
し
て
帰
港
し
て
い
る
よ
う
に
、
相
国
寺
も
関
与
し
た
日
明
貿
易
で
巨
利
を
得
て
お
り
、
相
国
寺
に
近
づ
く
経
済
的
意
味
が
あ
っ
た
。
　
ま
た
野
遠
屋
を
は
じ
め
と
す
る
堺
の
有
力
商
人
は
大
徳
寺
の
祠
堂
銭
を
使
っ
て
唐
糸
貿
易
を
行
い
、
そ
の
巨
大
な
利
益
を
大
徳
寺
の
寺
院
建
設
の
た
め
な
ど
に
寄
進
し
て
お
り
、
堺
商
人
と
大
徳
寺
・
相
国
寺
と
い
っ
た
京
都
の
寺
は
、
相
互
補
完
的
な
経
済
関
係
に
あ
っ
た
 
 
。
野
遠
屋
の
一
族
阿
佐
井
野
宗
禎
が
相
国
寺
か
ら
流
出
し
た
版
木
を
購
う
財
力
と
機
会
が
あ
っ
た
背
景
に
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
こ
―　　―
と
が
考
え
ら
れ
る
。
　
し
か
し
阿
佐
井
野
宗
禎
が
お
金
を
寺
院
の
建
立
に
使
っ
た
の
で
は
な
く
、
書
物
の
版
木
の
購
入
・
出
版
と
い
う
文
化
的
事
業
に
費
や
し
た
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
姿
勢
は
次
代
の
宗
瑞
に
続
い
て
い
く
。
三
　
阿
佐
井
野
氏
の
中
で
比
較
的
多
く
の
史
料
で
そ
の
事
跡
が
確
認
で
き
、
一
族
を
代
表
す
る
人
物
と
い
っ
て
い
い
の
は
阿
佐
井
野
宗
瑞
（
一
四
七
二
―
一
五
三
二
）
で
あ
る
。
　
宗
瑞
の
生
没
年
は
堺
南
宗
寺
の
初
代
、
二
代
の
語
録
を
集
め
た
武
野
宗
朝
編
『
泉
州
龍
山
二
師
遺
藁
 
 
』
巻
之
上
の
初
代
大
林
宗
套
（
一
四
八
〇
―
一
五
六
八
）
の
法
語
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
宗
瑞
居
士
十
三
年
忌
拈
香
法
語
」
に
「
氏
曰
阿
佐
井
野
。
泉
堺
豪
族
」
「
天
文
十
三
年
龍
集
甲
辰
夏
五
月
十
七
日
」「
伏
迎
先
考
雪
庭
居
士
十
三
白
之
忌
辰
」
と
あ
る
。
天
文
十
三
年
に
宗
瑞
の
十
三
年
忌
が
行
わ
れ
て
お
り
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
が
没
年
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
法
語
に
は
「
遊
戯
三
昧
閲 
六
十
年
於
黄
梁
半
炊 
」
と
あ
っ
て
天
文
元
年
に
六
〇
歳
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
生
年
は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
と
推
定
さ
れ
る
。
　
大
林
の
法
語
は
人
柄
や
事
跡
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
「
宗
瑞
居
士
交 
衆
有 
道
。
省 
吾
無 
私
。
嗜 
文
字 
慕 
車
胤
孫
康 
雖 
惜 
寸
 
好 
医
術 
学 
倉
公
扁
鵲 
」
と
あ
る
。
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
多
く
の
人
と
交
流
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
人
名
録
で
あ
る
藤
本
箕
山
編
『
類
聚
名
伝
抄
 
 
』
に
「
宗
瑞　
堺
連
歌
師　
能
登
屋
」
と
あ
る
ご
と
く
、
当
時
堺
で
も
盛
ん
で
あ
っ
た
連
歌
会
に
参
加
し
て
衆
と
交
わ
っ
て
い
た
ら
し
く
、
現
在
で
は
史
料
に
具
体
例
を
見
出
せ
な
い
が
近
世
ま
で
連
歌
師
と
し
て
名
を
遺
し
て
い
る
。
さ
ら
に
蛍
雪
の
功
で
有
名
な
車
胤
孫
康
を
慕
う
と
い
う
よ
う
に
学
問
に
熱
心
で
、
と
り
わ
け
医
術
を
好
ん
で
扁
鵲
倉
公
を
学
ん
だ
と
あ
る
。
　
ま
た
大
林
の
法
語
に
は
「
久
称 
泉
南
英
豪 
累
世
能
振 
権
勢 
屡
見 
済
北
宗
匠 
」
と
あ
っ
て
何
代
に
も
わ
た
っ
て
権
勢
が
あ
り
、
「
泉
南
英
豪
」
と
久
し
く
呼
ば
れ
た
と
あ
る
。
済
北
（
臨
済
宗
の
寺
院
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
の
宗
匠
、
お
そ
ら
く
京
都
建
仁
寺
の
月
舟
寿
桂
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
と
思
わ
れ
る
宗
匠
に
し
ば
し
ば
教
え
を
こ
う
て
い
た
。
　
大
林
宗
套
は
宗
瑞
よ
り
年
下
で
あ
っ
た
が
、
師
の
古
嶽
宗
亘
が
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
堺
南
庄
舳
松
に
あ
っ
た
小
院
を
得
て
南
宗
庵
と
改
め
た
 
 
の
を
引
継
ぎ
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
南
宗
庵
を
三
好
長
慶
の
外
護
に
よ
り
南
宗
寺
と
し
た
 
 
。
生
前
の
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
姿
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
宗
瑞
が
京
都
に
出
て
医
術
を
学
ん
だ
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
し
て
、
親
し
く
交
流
し
た
竹
田
定
祐
（
一
四
六
〇
―
一
五
二
八
）
の
『
月
海
雑
録
 
 
』
が
あ
る
。
竹
田
家
は
赴
明
し
た
明
室
昌
慶
以
来
代
々
医
師
と
し
て
知
ら
れ
、
竹
田
定
祐
は
京
都
に
い
て
法
印
と
な
り
禁
裏
に
も
伺
候
し
て
い
た
 
 
。　
『
月
海
雑
録
』
は
薬
性
、
文
字
門
、
病
證
門
、
諸
方
門
、
鍼
灸
門
と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
宗
瑞
の
名
は
そ
の
「
病
證
門
」「
諸
方
門
」
の
六
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
　
「
諸
方
門
」
は
一
つ
書
き
で
、
様
様
な
薬
方
を
人
に
施
し
た
り
伝
授
し
た
記
述
で
あ
る
が
、「
此
程
以 
好
醋 
下 
之
、
此
薬
和
泉
堺
能
登
屋
宗
瑞
ニ
伝
授
、
有 
奇
効 
可 
秘
ト
云
云
」
と
か
「
続
断
湯
、
宗
瑞
、
治 
中
風
積
聚 
」
と
か
「
治 
赤
白
帯
下 
秘
薬
阿
佐
井
野
宗
瑞
ニ
伝
授
、
或
人
於 
明
朝 
伝 
之
、
得 
効
」
と
あ
る
。
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
竹
田
定
祐
か
ら
秘
伝
の
薬
を
教
え
て
も
ら
っ
て
お
り
、
野
（
能
）
登
屋
宗
瑞
と
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
ま
た
「
宗
瑞
曰
、
下
血
大
事
ナ
ル
ヲ
嘉
禾
散
半
分
、
黄

ノ
交
加
ノ
得
験
ヨ
ク
ナ
ル
次
第
ニ
黄
耆
ヲ
減
ス
」（「
病
證
門
」）
と
い
っ
た
具
合
に
、
宗
瑞
の
医
術
に
関
す
る
知
識
が
竹
田
定
祐
に
よ
っ
て
書
き
と
め
ら
れ
、
宗
瑞
が
実
際
に
薬
を
使
用
し
て
医
術
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
さ
ら
に
「
宗
瑞
息
女
、
治 
久
歎 
嗽
泄
瀉
寒
熱
往
来 
阿
膠
湯
得 
大
効 
」
と
あ
り
、
宗
瑞
に
は
娘
が
い
て
竹
田
定
祐
が
治
療
し
て
い
た
ら
し
い
。
　
と
こ
ろ
で
『
堺
市
史
 
 
』
で
は
、
富
士
川
游
『
日
本
医
学
史
』（
昭
和
一
六
年
四
月
）
と
浅
田
宗
伯
『
皇
国
名
医
伝
前
編
』（
明
治
六
年
）
に
―　　―
よ
っ
て
、
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
婦
人
科
に
詳
し
く
「
阿
佐
井
野
婦
人
医
」
と
い
わ
れ
た
と
あ
る
。
し
か
し
黒
川
道
祐
の
『
本
朝
医
考
』（
寛
文
三
年
）
は
宗
瑞
刊
行
の
『
医
書
大
全
』
と
宗
瑞
の
同
時
代
人
月
舟
寿
桂
の
『
幻
雲
稿
』
を
引
い
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
精 
于
女
科 
」（『
皇
国
名
医
伝
前
編
』）
と
い
う
言
葉
は
な
く
、
宗
瑞
と
同
時
代
の
現
存
史
料
で
は
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
婦
人
科
に
精
通
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
　
そ
れ
か
ら
『
月
海
雑
録
』
に
は
「
偏

押
薬
、
宗
瑞
ニ
口
伝
、
此
薬
大
心
院
殿
淡
路
殿
伝
授
、
宗
瑞
淡
路
殿
伝 
之
」
と
あ
る
が
、「
宗
瑞
淡
路
殿
伝 
之
」
と
宗
瑞
が
竹
田
定
祐
か
ら
学
ん
だ
医
術
を
伝
え
た
相
手
の
「
淡
路
殿
」
は
、
文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
父
成
春
の
没
後
あ
と
を
継
ぎ
、
永
正
一
六
年
（
一
五
一
九
）
ま
で
淡
路
守
で
あ
っ
た
細
川
尚
春
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
心
院
の
名
が
出
て
く
る
が
こ
れ
は
管
領
細
川
政
元
（
一
四
六
六
―
一
五
〇
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
　
応
仁
の
乱
後
室
町
幕
府
の
権
威
は
い
よ
い
よ
失
墜
し
、
明
応
の
頃
（
一
四
九
二
―
一
五
〇
〇
）
か
ら
天
文
年
中
（
一
五
三
二
―
一
五
五
四
）
に
か
け
て
五
〇
年
、
堺
は
河
内
を
領
国
と
す
る
畠
山
氏
、
阿
波
を
本
拠
と
す
る
細
川
氏
等
の
侵
入
を
招
き
、
堺
の
市
民
は
幕
府
や
畠
山
・
細
川
と
い
っ
た
武
士
の
脅
威
か
ら
安
全
を
は
か
る
た
め
、
と
き
に
は
巨
額
な
金
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
 
 
。
　
一
五
〇
〇
年
前
後
の
堺
を
代
表
す
る
商
人
で
も
あ
っ
た
野
遠
屋
宗
瑞
は
、
京
都
に
出
て
竹
田
定
祐
（
月
海
）
に
医
術
を
学
ぶ
一
方
、
堺
商
人
と
し
て
安
全
確
保
の
た
め
に
細
川
尚
春
な
ど
の
有
力
武
家
と
の
交
流
に
腐
心
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
『
月
海
雑
録
』
に
は
『
三
体
詩
』
の
版
木
が
阿
佐
井
野
氏
に
流
れ
た
相
国
寺
の
「
相
国
寺

首
座
尊
号
玉
窓
」
や
「
相
国
寺
大
智
院
易
長
老
」
の
意
見
も
書
き
と
め
ら
れ
て
お
り
、
相
国
寺
僧
も
月
海
の
交
流
範
囲
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
阿
佐
井
野
宗
瑞
は
そ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
医
術
に
関
す
る
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
亡
く
な
る
四
年
前
の
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
七
月
、
五
六
歳
の
と
き
に
明
熊
宗
立
の
『
医
書
大
全
』
の
覆
刊
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
れ
は
『
医
学
源
流
』
一
巻
を
付
し
て
全
二
四
巻
を
大
判
一
〇
冊
と
い
う
大
部
な
も
の
に
仕
上
げ
た
も
の
で
、
形
態
的
に
も
宗
瑞
の
畢
生
の
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
出
版
刊
行
の
意
義
と
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
意
図
は
、
大
永
八
年
七
月
吉
日
付
の
著
名
な
月
舟
寿
桂
の
刊
語
に
充
分
記
述
さ
れ
て
い
る
。
我
邦
以 
儒
釈
書 
鏤 
板
者
往
々
有
焉
、
未 
曽
及 
医
方 
恵
民
之
沢
人
皆
為 
鮮
、
近
世
医
書
大
全
自 
大
明 
来
、
固
医
家
至
宝
也
、
所 
憾
其
本
稍
少
、
欲 
見
而
未 
見
者
多
矣
、
泉
南
阿
佐
井
野
宗
瑞
、
捨 
財
刊
行
、
彼
明
本
有 
三
写
之
謬 
今
就 
諸
家
考
本 
方
以
正 
斤
両 
雖 
一
毫
髪 
私
不 
増
損 
蓋
宗
瑞
之
志
不 
為 
利
、
而
在 
救
済 
天
下
人 
偉
哉
、
陰
徳
之
報
永
及 
子
孫 
矣
　
右
の
刊
語
に
よ
れ
ば
、
医
書
の
出
版
は
か
つ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
明
か
ら
き
た
『
医
書
大
全
』
は
医
者
の
宝
で
あ
っ
た
が
本
が
少
な
く
見
た
く
て
も
見
ら
れ
な
い
人
が
多
か
っ
た
の
を
、
阿
佐
井
野
は
「
捨
財
刊
行
」
し
た
。
そ
の
刊
行
に
際
す
る
姿
勢
は
原
本
の
誤
り
を
「
就 
諸
家
考
本 
方
以
正 
斤
両 
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
寿
桂
は
そ
れ
に
対
し
て
、
宗
瑞
の
志
は
自
分
を
利
す
る
た
め
で
は
な
く
人
々
を
救
済
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、「
偉
哉
、
陰
徳
之
報
永
及 
子
孫 
」
と
賛
辞
を
送
っ
て
い
る
。
　
『
医
書
大
全
』
の
刊
語
を
書
い
た
月
舟
寿
桂
（
一
四
六
〇
―
一
五
三
三
）
は
学
僧
で
あ
っ
た
。
月
舟
が
遺
し
た
『
史
記
』
の
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
第
四
十
五
」
の
書
き
入
れ
は
精
密
を
き
わ
め
、
三
十
三
種
に
の
ぼ
る
引
用
医
書
に
は
『
医
書
大
全
』、
竹
田
昭
慶
『
延
寿
類
要
』
も
含
ま
れ
て
い
る
 
 
。『
月
海
雑
録
』
に
は
「
一
華
和
尚
扁
昔
倉
公
カ
傳
ヲ
講
セ
ラ
ル
時
ノ
玉
ク
、
然
ト
モ
熊
氏
カ
医
書
大
全
ニ
云
タ
ル
上
ハ
不 
入
克
ソ
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
竹
田
定
祐
（
月
海
）
は
月
舟
（
一
華
和
尚
）
の
史
記
の
講
義
 
 
に
出
て
お
り
そ
の
時
に
『
医
書
大
全
』
の
話
が
出
た
の
で
あ
る
。
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
月
舟
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
京
都
に
し
ば
し
ば
出
て
き
て
「
済
北
」
の
宗
匠
（
お
そ
ら
く
建
仁
寺
の
月
舟
寿
桂
）
と
議
論
し
て
お
り
、
阿
佐
井
野
版
『
医
書
大
全
』
は
月
舟
の
説
を
受
け
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
 
 
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
阿
佐
井
野
宗
瑞
像
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
宗
瑞
は
連
歌
会
に
参
加
し
て
人
と
交
わ
り
、
学
問
好
き
で
、
と
り
わ
け
医
術
を
熱
心
に
学
ん
だ
。
そ
れ
は
京
に
出
て
、
月
舟
寿
桂
や
竹
田
定
祐
か
ら
教
え
を
う
け
る
や
り
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
泉
堺
豪
族
」
と
呼
ば
れ
た
堺
商
人
野
遠
屋
宗
瑞
と
し
て
細
川
尚
春
な
ど
の
有
力
武
士
と
の
付
き
合
い
も
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
医
術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
可
能
な
限
り
多
く
の
人
々
に
医
術
を
広
め
よ
う
と
し
て
、
財
を
投
げ
出
し
て
『
医
書
大
全
』
を
出
版
し
た
。
―　　―
○
　
阿
佐
井
野
宗
瑞
が
死
ん
だ
翌
年
の
天
文
二
年
（
一
五
三
三
）
に
阿
佐
井
野
氏
は
『
論
語
』
を
出
版
刊
行
し
た
。
そ
の
京
都
の
博
士
家
清
原
宣
賢
の
天
文
二
年
八
月
の
刊
語
中
に
泉
南
有 
佳
士
、
厥
名
阿
佐
井
野
、
一
日
謂 
予
云
、
東
京
魯
論
之
板
者
、
天
下
寶
也
、
雖 
然
離 
丙
丁
厄 
而
灰
燼
矣
、
是
可 
忍
乎
、
今
要
得 
家
本 
以
重
鏤 
梓
若
何
と
あ
る
。
宗
瑞
没
後
の
刊
行
で
は
あ
る
が
、
京
都
ま
で
出
か
け
、
東
京
（
左
京
）
に
あ
っ
た
論
語
の
版
木
を
「
天
下
寶
」
と
考
え
、
そ
れ
が
火
事
で
な
く
な
っ
た
の
を
惜
し
む
な
ど
出
版
に
関
心
を
し
め
し
（
宗
禎
の
版
木
購
入
に
通
じ
る
精
神
）、
清
原
家
の
本
の
出
版
を
勧
め
た
の
は
阿
佐
井
野
宗
瑞
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
宗
瑞
生
前
の
姿
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
七
月
一
九
日
、
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
七
周
忌
に
宗
瑞
の
子
供
が
京
都
に
寓
し
て
い
た
南
宗
寺
の
大
林
宗
套
に
専
使
を
お
く
り
、
拈
香
の
偈
を
求
め
た
 
 
。
　
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）、
宗
瑞
没
後
十
三
年
の
法
要
が
大
林
宗
套
に
依
頼
し
て
子
孫
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
阿
佐
井
野
宗
瑞
の
子
孫
は
「
児
孫
盛
大
有 
如 
斯
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
 
 
。
四
　
宗
瑞
の
次
に
知
ら
れ
る
の
は
阿
佐
井
野
宗
信
と
同
良
悦
で
あ
る
。
二
人
の
名
は
大
徳
寺
第
一
一
二
世
玉
仲
宗

（
一
五
二
二
―
一
六
〇
四
）
の
遺
編
『
法
用
文
集
 
 
』
に
出
て
く
る
。『
法
用
文
集
』
は
天
正
、
文
禄
、
慶
長
年
間
（
一
五
七
三
―
一
六
一
四
）
の
宗

の
法
語
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
 
 
。
　
そ
の
中
に
春
翁
号
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
泉
南
堺
庄
藤
氏
阿
佐
井
野
宗
信
禅
人
者
堺
庄
之
耆
老
者
、
大
心
禅
師
籌
室
之
徒
也
、
南
遊
之
没
後
、
需 
別
称
於
愚 
使 
号 
春
翁 
矣
、
今
茲
孝
子
伏
値
十
又
七
回
諱
之
辰
、
請
書 
其
両
字 
と
あ
る
。
こ
の
法
語
は
阿
佐
井
野
宗
信
没
後
一
七
年
に
子
孫
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
法
要
の
際
に
玉
仲
宗

が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
宗
信
は
大
心
禅
師
の
徒
と
あ
る
が
、
大
心
禅
師
と
は
『
法
用
文
集
』
の
他
の
個
所
に
「
前
住
当
山
持
賜
佛
通
大
心
禅
師
春
林
老
漢
」
と
あ
る
宗

の
法
兄
大
心
宗
俶
（
一
四
八
八
―
一
五
六
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
俶
は
後
柏
原
天
皇
よ
り
佛
通
大
心
禅
師
の
号
を
賜
り
、
和
泉
陽
春
庵
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
後
に
堺
の
禅
通
寺
を
再
興
し
た
 
 
。
ま
た
弟
子
の
宗

も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
天
王
寺
屋
の
茶
会
に
も
出
席
し
て
堺
商
人
と
交
流
し
 
 
帰
依
を
う
け
て
い
た
。
　
阿
佐
井
野
宗
信
は
そ
の
宗
俶
の
徒
で
あ
り
、
宗
俶
没
後
、
そ
の
法
嗣
で
あ
り
堺
禅
通
寺
を
継
い
だ
宗

か
ら
春
翁
の
号
を
も
ら
っ
た
。
宗
信
は
宗

か
ら
「
堺
庄
之
耆
老
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
宗
信
は
宗
俶
の
法
を
継
い
だ
宗

か
ら
号
を
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
宗
俶
が
亡
く
な
っ
た
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
以
後
ま
で
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
『
法
用
文
集
』
の
別
の
箇
所
に
泉
州
堺
南
庄
居
住
、
藤
原
氏
阿
佐
井
野
良
悦
老
者
累
世
泉
南
の
老
英
也
、
一
日
需 
別
称
於
愚 
不 
得 
固
拒 
号 
雲
峯 
也
と
あ
る
。
阿
佐
井
野
良
悦
も
玉
仲
宗

に
「
雲
峯
」
の
号
を
も
ら
っ
た
。
宗
信
同
様
堺
に
住
む
「
累
世
泉
南
の
老
英
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
良
悦
は
宗
信
の
一
世
代
後
の
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
二
人
は
と
も
に
、
藤
原
氏
と
称
さ
れ
て
お
り
、
禅
通
寺
、
大
徳
寺
の
有
力
な
外
護
者
で
あ
り
、
泉
南
堺
の
実
力
者
と
評
価
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
　
こ
の
宗
信
、
良
悦
の
一
六
世
紀
後
半
の
時
代
は
堺
商
人
野
遠
屋
に
と
っ
て
そ
の
浮
沈
が
か
か
っ
た
大
変
重
大
な
時
期
で
あ
っ
た
。
―　　―
　
野
遠
屋
は
、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
松
永
久
秀
が
三
好
三
人
衆
に
責
め
ら
れ
て
堺
に
囲
ま
れ
た
際
に
、
臙
脂
屋
と
と
も
に
仲
介
し
て
講
和
さ
せ
る
 
 
な
ど
当
時
の
堺
商
人
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
織
田
信
長
は
京
都
に
入
り
、
摂
津
和
泉
に
矢
銭
を
課
し
、
堺
に
は
三
万
貫
の
矢
銭
を
課
し
た
。
こ
の
時
堺
商
人
は
野
遠
屋
・
臙
脂
屋
を
大
将
と
し
て
三
好
三
人
衆
の
力
を
背
景
に
し
て
断
固
と
し
て
拒
絶
し
、
三
六
人
の
会
合
衆
が
団
結
し
て
織
田
信
長
に
対
抗
し
て
防
戦
の
用
意
を
し
た
 
 
。
結
局
永
禄
一
二
年
正
月
に
は
堺
は
信
長
に
屈
服
し
、
信
長
の
奉
行
が
堺
の
経
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
野
遠
屋
等
は
の
ち
に
天
下
を
統
一
す
る
こ
と
に
な
る
織
田
信
長
の
実
力
を
見
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
断
罪
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
野
遠
屋
や
臙
脂
屋
は
旧
勢
力
と
し
て
後
退
し
、
堺
商
人
の
世
界
は
織
田
信
長
と
積
極
的
に
結
び
つ
い
た
今
井
宗
久
や
後
に
信
長
に
み
と
め
ら
れ
た
天
王
寺
屋
津
田
氏
ら
の
新
興
勢
力
の
時
代
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
長
い
間
「
泉
南
英
豪
」（
大
林
宗
套
「
宗
瑞
居
士
十
三
年
忌
拈
香
法
語
」）
と
い
わ
れ
た
阿
佐
井
野
氏
（
野
遠
屋
）
も
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
は
退
い
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
　
次
に
阿
佐
井
野
氏
で
名
が
知
ら
れ
る
の
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
本
草
書
『
薬
性
草
木
名
鑑
 
 
』
二
巻
を
書
写
作
成
し
た
阿
佐
井
野
承
瑞
で
あ
る
。『
薬
性
草
木
名
鑑
』
は
、
乾
巻
が
草
門
（
人
参
外
五
五
品
）、
菜
門
（
蕪
菁
外
三
二
品
）、
穀
門
（
大
麦
外
一
三
品
）、
坤
巻
が
菓
門
（
大
棗
外
二
四
品
）、
木
門
（
石
楠
草
外
六
八
品
）
と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
計
一
九
二
品
の
薬
草
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
名
や
和
名
を
上
げ
効
能
を
略
記
し
て
い
る
。
所
々
に
図
の
書
き
入
れ
も
あ
り
、
楷
書
で
丁
寧
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。
坤
巻
の
巻
末
に
文
禄
二
年
甲
午
林
鐘
擱
筆
泉
南
阿
佐
井
野
氏
十
三
代
　
　
　
　
　
承
瑞
（
書
判
）
と
書
写
奥
書
が
あ
る
。
阿
佐
井
野
承
瑞
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
時
点
で
阿
佐
井
野
氏
一
三
代
を
称
し
て
い
る
。
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
―　　―
阿佐井野承瑞「薬性草木名鑑」坤巻巻末（武田科学振興財団　杏雨書屋蔵）
巻
末
に
『
神
農
食
経
』『
食
経
朱
思
簡
』『
食
経
』『
馬

食
経
』『
孟
説
食
経
』『
新
修
（
條
）
本
草
』『
本
草
音
義
』『
本
草
音
』『
本
草
注
音
』
な
ど
の
書
名
が
朱
注
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。『
薬
性
草
木
名
鑑
』
は
阿
佐
井
野
承
瑞
が
こ
う
し
た
中
国
の
本
草
書
を
篤
実
に
学
ん
だ
成
果
と
考
え
ら
れ
る
。
　
承
瑞
の
こ
の
姿
は
六
五
年
前
の
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
に
独
力
で
『
医
書
大
全
』
を
捨
財
刊
行
し
た
阿
佐
井
野
宗
瑞
に
通
じ
る
。
宗
瑞
は
医
者
の
竹
田
定
祐
（
月
海
）
か
ら
医
術
を
学
び
本
草
の
勉
強
も
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
学
術
に
関
心
の
あ
る
一
族
の
伝
統
が
承
瑞
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
　
小
論
で
取
り
上
げ
る
阿
佐
井
野
氏
の
最
後
の
人
物
は
石
林
円
玖
（
―
一
六
二
五
）
で
あ
る
。
円
玖
が
阿
佐
井
野
氏
で
あ
る
こ
と
は
、
円
玖
が
師
事
し
た
、
の
ち
に
大
徳
寺
一
五
三
世
に
な
る
南
宗
寺
の
沢
庵
宗
彭
（
一
五
七
三
―
一
六
四
五
）
の
語
録
『
明
暗
雙
雙
集
 
 
』
で
わ
か
る
。
そ
の
「
石
林
号
」
に
「
其
族
阿
佐
井
野
。
其
法
諱
円
玖
。
即
大
医
竹
田
薬
師
院
主
也
」
と
あ
る
。
　
注
目
す
べ
き
は
阿
佐
井
野
の
一
族
で
あ
る
と
同
時
に
竹
田
薬
師
院
主
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
阿
佐
井
野
氏
と
竹
田
家
が
親
し
い
こ
と
は
宗
瑞
と
竹
田
定
祐
の
関
係
で
も
見
ら
れ
て
い
た
。
竹
田
家
は
昭
慶
（
快
翁
）
の
頃
は
京
都
に
い
て
堺
を
訪
れ
た
り
し
て
い
た
が
、
そ
の
二
男
で
定
祐
月
海
の
兄
に
あ
た
る
竹
田
円
俊
（
高
定
）
が
土
御
門
天
皇
、
後
柏
原
天
皇
を
拝
診
し
、
後
柏
原
天
皇
か
ら
薬
師
院
の
号
を
賜
っ
て
堺
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
円
俊
の
後
継
竹
田
定
信
（
円

）
は
舳
松
で
千
石
を
領
し
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
。
以
後
隆
品
、
定
源
、
円
三
と
続
き
江
戸
時
代
を
通
じ
て
も
医
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
 
 
。
　
一
方
舳
松
町
の
円

流
に
対
し
て
薬
師
院
別
流
と
し
て
川
端
町
に
屋
敷
が
あ
っ
た
円
僖
、
円
作
の
家
が
あ
っ
た
 
 
。
円
玖
は
こ
の
薬
師
院
別
流
に
つ
な
が
る
人
物
で
あ
る
。
　
沢
庵
宗
彭
の
、
円
玖
が
亡
く
な
っ
た
初
七
日
の
法
語
「
同
初
七
日
拈
香
」
に
、「
惟
時
寛
永
二
年
乙
丑
初
七
日
。
廼
薬
師
院
石
林
円
玖
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
医
師
初
願
忌
之
辰
也
」
と
あ
り
、「
為
石
林
円
玖
医
師
下
火
」
に
「
発
光
八
十
又
余
年
」
と
あ
る
の
で
、
円
玖
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
八
月
一
日
に
八
〇
余
歳
で
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
　
ま
た
沢
庵
の
「
石
林
円
玖
医
師
寿
像
」
に
は
、
円
玖
は
「
竹
田
裔
苗
」
の
医
師
と
し
て
「
勤 
業
続 
業
。
求 
仁
得 
仁
」
で
あ
っ
た
と
あ
る
。そ
し
て
「
其
人
如 
玉
。
現 
瑠
璃
光 
諳 
敷
嶋
道 
忘 
蒼
顔
白
髪 
詠 
難
波
春 
傾 
錦
心
繍
腸 
続 
夢
庵
之
夢 
而
傳 
古
風
於
千
歌 
」
と
あ
り
、
人
と
な
り
は
玉
の
ご
と
く
明
る
く
、
歌
道
に
通
じ
肖
柏
流
の
古
今
伝
授
を
う
け
た
風
流
人
で
も
あ
っ
た
。
　
江
戸
時
代
の
人
名
録
『
明
翰
抄
 
 
』
の
「
堺
連
歌
師
」
の
項
に
は
「
円
作
。
薬
師
院
。
古
今
伝
授
」「
円
玖
。
円
作
門
弟
。
同
」
と
続
け
て
二
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
門
弟
は
連
歌
の
門
弟
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
医
者
と
し
て
も
門
弟
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
沢
庵
の
「
悼
薬
師
院
雲
興
円
作
医
師
三
十
三
周
忌
」
に
よ
れ
ば
、
円
作
は
竹
田
薬
師
院
の
別
流
で
あ
り
、
円
玖
も
後
に
薬
師
院
主
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
　
『
明
翰
抄
』
の
「
堺
古
今
伝
授
之
図
」
に
よ
れ
ば
、
堺
天
神
社
僧
盛
誉
か
ら
古
今
伝
授
を
う
け
た
円
玖
は
、
六
条
の
寺
僧
の
日
守
に
伝
授
し
て
い
る
。
円
玖
は
文
禄
三
年
一
一
月
二
三
日
と
慶
長
二
年
一
〇
月
五
日
の
千
句
に
当
時
の
堺
連
歌
壇
の
中
心
宗
柳
と
連
歌
会
に
一
座
し
て
い
る
 
 
。
　
円
玖
が
医
者
で
あ
っ
た
事
は
前
の
本
草
書
を
書
写
し
た
阿
佐
井
野
承
瑞
に
通
じ
、
さ
ら
に
阿
佐
井
野
宗
瑞
に
も
通
じ
る
。
特
に
文
禄
二
年
に
『
薬
性
草
木
名
鑑
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
阿
佐
井
野
承
瑞
と
は
同
時
代
に
生
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
阿
佐
井
野
氏
は
一
六
世
紀
末
の
当
時
、
医
師
と
し
て
堺
で
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
円
玖
は
古
今
伝
授
を
う
け
た
風
流
人
で
あ
っ
た
が
、
連
歌
を
巻
い
た
と
こ
ろ
は
連
歌
師
と
も
い
わ
れ
た
宗
瑞
に
通
じ
よ
う
。
七
　
以
上
阿
佐
井
野
氏
の
内
、
名
の
知
ら
れ
て
い
る
阿
佐
井
野
宗
禎
、
同
宗
瑞
、
同
宗
信
、
同
良
悦
、
同
承
瑞
、
円
玖
の
事
跡
を
追
っ
て
き
―　　―
た
が
、
彼
等
の
系
譜
関
係
は
、
宗
禎
と
宗
瑞
と
が
父
子
関
係
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
は
じ
め
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
そ
の
活
躍
時
期
は
阿
佐
井
野
宗
禎
が
『
三
体
詩
』
の
版
木
を
購
入
し
た
と
推
定
さ
れ
る
一
五
〇
〇
年
前
後
か
ら
石
林
円
玖
が
亡
く
な
る
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
ま
で
の
一
二
〇
年
ほ
ど
で
あ
る
。
堺
の
繁
栄
の
時
期
は
、
応
仁
の
乱
後
文
明
二
年
（
一
四
六
九
）
の
遣
明
貿
易
の
発
着
港
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
天
正
一
一
年
に
豊
臣
秀
吉
が
大
阪
城
を
築
城
し
て
次
第
に
大
坂
が
発
展
し
、
貿
易
港
と
し
て
も
平
戸
・
長
崎
に
地
位
を
う
ば
わ
れ
て
い
っ
て
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
で
堺
が
灰
燼
に
帰
す
る
頃
ま
で
と
い
う
見
方
を
す
る
と
、
阿
佐
井
野
氏
の
活
躍
の
時
期
も
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
阿
佐
井
野
氏
と
堺
商
人
野
遠
屋
と
の
関
係
は
、
宗
瑞
が
竹
田
定
祐
の
『
月
海
雑
録
』
で
野
（
能
）
遠
屋
宗
瑞
と
い
わ
れ
て
い
る
以
外
明
確
で
は
な
い
が
、
野
遠
屋
は
一
四
〇
〇
年
代
か
ら
活
躍
し
、
一
五
六
〇
年
代
に
織
田
信
長
に
堺
が
屈
服
す
る
ま
で
会
合
衆
の
一
員
に
な
る
な
ど
代
表
的
な
堺
商
人
で
あ
っ
た
。
阿
佐
井
野
氏
も
宗
瑞
の
時
に
「
久
称 
泉
南
英
豪 
」、
宗
信
が
「
堺
庄
之
耆
老
」、
良
悦
の
時
に
「
累
世
泉
南
の
老
英
」
と
評
さ
れ
て
お
り
、
承
瑞
が
一
三
代
を
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
自
他
と
も
に
み
と
め
る
堺
で
代
々
続
い
た
実
力
者
で
あ
り
、
堺
の
代
表
的
商
人
野
遠
屋
と
の
親
近
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
　
以
後
も
阿
佐
井
野
の
家
は
続
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
は
消
え
、
江
戸
時
代
の
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）『
堺
大
絵
図
 
 
』
や
元
禄
八
年
の
『
手
鑑
 
 
』
に
野
遠
屋
、
阿
佐
井
野
の
名
は
見
え
な
い
。
　
堺
商
人
は
蓄
え
た
財
力
を
仏
教
寺
院
に
寄
付
し
た
り
、
そ
の
建
立
に
役
立
て
た
と
い
わ
れ
る
 
 
。
阿
佐
井
野
氏
の
場
合
も
六
人
の
事
跡
か
ら
、
堺
の
南
宗
寺
（
宗
瑞
、
円
玖
）
や
禅
通
寺
（
宗
信
、
良
悦
）
ま
た
二
寺
の
本
寺
で
あ
る
大
徳
寺
に
多
額
の
寄
付
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
阿
佐
井
野
氏
の
特
徴
は
、
茶
の
湯
や
寺
院
建
立
よ
り
文
化
・
学
問
に
代
々
に
渡
っ
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
　
宗
瑞
、
円
玖
の
連
歌
・
和
歌
へ
の
関
心
。
そ
れ
か
ら
宗
瑞
、
承
瑞
、
円
玖
と
続
く
医
学
へ
の
関
心
。
江
戸
初
期
ま
で
阿
佐
井
野
が
医
者
と
し
て
堺
で
知
ら
れ
て
い
た
の
な
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
に
宗
瑞
の
項
で
見
た
よ
う
に
、「
阿
佐
井
野
婦
人
医
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
風
阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
説
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
阿
佐
井
野
氏
の
特
徴
は
な
に
よ
り
も
、『
三
体
詩
』『
医
書
大
全
』『
論
語
』
と
い
っ
た
外
典
を
版
木
に
彫
っ
て
出
版
し
、
多
く
の
人
に
読
ま
せ
よ
う
と
し
た
教
育
者
的
・
啓
蒙
家
的
な
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
民
間
人
と
し
て
先
駆
的
な
事
業
は
、
月
舟
寿
桂
や
清
原
宣
賢
と
い
っ
た
京
都
の
学
僧
や
博
士
家
の
学
者
の
援
助
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
　
阿
佐
井
野
氏
の
出
版
事
業
に
関
し
て
名
が
出
る
の
は
宗
禎
と
宗
瑞
で
あ
る
が
、『
三
体
詩
』『
医
書
大
全
』
は
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
ま
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
 
 
、
宗
瑞
以
後
の
人
た
ち
も
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
天
文
二
年
刊
行
の
『
論
語
』
の
版
木
は
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
―
一
五
五
〇
）
か
ら
細
川
幽
斎
（
一
五
三
四
―
一
六
一
〇
）
に
わ
た
り
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
―
一
六
二
三
）
以
後
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
南
宗
寺
の
什
物
と
な
っ
て
 
 
、
以
後
南
宗
寺
で
た
び
た
び
印
刷
さ
れ
、
原
版
木
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
南
宗
寺
に
あ
っ
た
。
　
阿
佐
井
野
氏
の
名
は
こ
れ
ら
の
書
物
が
印
刷
刊
行
さ
れ
る
た
び
に
呼
び
起
こ
さ
れ
、
出
版
史
上
不
朽
の
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
注（１
）　
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』　
岩
波
書
店　
一
九
九
九
年　
六
頁
（
２
）　
『
式
内
社
調
査
報
告
』
第
十
七
巻
北
陸
道
３　
皇
学
館
大
学
出
版
部　
昭
和
六
〇
年　
九
二
七
頁
（
３
）　
馬
渕
和
夫
『
和
名
類
聚
抄
古
写
本
・
声
点
本
本
文
お
よ
び
索
引
』　
風
間
書
房　
昭
和
四
八　
三
二
三
頁
（
４
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
第
二
十
五
巻
滋
賀
県
の
地
名　
平
凡
社　
一
九
九
一
年　
九
五
六
頁
。
阿
佐
井
野
氏
の
「
阿
佐
井
野
」
が
「
ア
ザ
イ
ノ
」
と
読
ま
れ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
が
、
本
稿
で
は
「
ア
サ
イ
ノ
」
と
読
ん
で
お
く
。
（
５
）　
『
博
多
と
堺
』　
堺
市
博
物
館　
平
成
五
年　
一
〇
八
頁
他
（
６
）　
「
久
安
二
年
十
月
十
七
日
付
僧
頼
円
田
地
売
券
」（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』　
大
阪
府　
角
川
書
店　
昭
和
五
八
年　
九
五
六
頁
）
２７
（
７
）　
『
堺
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
第
一　
堺
市
役
所　
昭
和
五
年　
二
九
頁
―　　―
（
８
）　
『
開
口
神
社
文
書
』『
大
徳
寺
文
書
』『
念
仏
差
帳
日
記
』
他
（
注
（
７
）
同
前
書
所
収
）
（
９
）　
『
相
国
寺
塔
頭
末
派
畧
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
）
（　
）　
川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
上
巻　
日
本
古
書
籍
商
協
会　
昭
和
四
五
年　
二
七
七
頁

（　
）　
注
（　
）
同
前
書　
二
七
六
頁


（　
）　
『
豊
田
武
著
作
集
』
第
四
巻　
吉
川
弘
文
館　
昭
和
五
八
年　
二
〇
二
頁

（　
）　
景
徐
周
麟
『
翰
林
葫
蘆
集
』（『
相
国
寺
史
料
』
第
一
巻　
思
文
閣
出
版　
昭
和
五
九
年　
一
一
六
頁
）

（　
）　
佐
々
木
銀
弥
『
日
本
中
世
の
流
通
と
対
外
関
係
』　
吉
川
弘
文
館　
平
成
六
年　
七
〇
頁

（　
）　
『
澤
庵
和
尚
全
集
』
巻
六　
澤
庵
和
尚
全
集
刊
行
会　
昭
和
三
年
所
収

（　
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
。

（　
）　
「
祥
雲
寺
所
蔵
古
嶽
自
筆
偈
」（
注
（
７
）
前
掲
書
所
収
）

（　
）　
「
正
覚
普
通
国
師
行
状
」（
注
（　
）
前
掲
書
所
収
）


（　
）　
本
稿
で
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵
天
保
三
年
写
本
を
使
用
し
た
。

（　
）　
「
竹
田
定
祐
」
の
項
（『
国
書
人
名
辞
典
』
第
三
巻　
岩
波
書
店　
一
八
三
頁
）

（　
）　
『
堺
市
史
』
第
七
巻　
堺
市
役
所　
昭
和
五
年　
一
〇
四
頁

（　
）　
長
享
元
年
九
月
、
足
利
義
尚
は
六
角
征
伐
の
時
に
堺
に
守
護
出
陣
の
軍
資
金
を
か
け
、
堺
は
幕
府
に
四
百
貫
文
を
納
め
た
（『
蔭
凉
軒
日
録
』）。
ま

た
、
永
正
三
年
四
月
細
川
政
元
が
堺
に
遊
ん
だ
時
、
堺
人
は
幕
府
に
金
襴
、
唐
糸
な
ど
を
献
じ
、
政
元
に
銭
六
十
万
匹
を
お
く
っ
た
（『
後
法
成
寺
尚
通
公
記
』）
（　
）　
関
信
之
・
小
曽
戸
洋
・
真
柳
誠
「
国
宝
宋
版
『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
に
お
け
る
幻
雲
注
の
引
用
医
書
に
つ
い
て
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
六

巻
一
号　
一
九
九
〇
年
一
月
）
（　
）　
『
実
隆
公
記
』
に
よ
れ
ば
月
舟
寿
桂
は
永
正
十
七
年
十
月
か
ら
大
永
四
年
六
月
の
間
『
史
記
』
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

（　
）　
拙
稿
「
阿
佐
井
野
宗
瑞
と
『
医
書
大
全
』
の
出
版
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
四
二
号　
一
九
九
五
年
一
二
月
）

（　
）　
『
泉
州
龍
山
二
師
遺
藁
巻
之
上
』（
注
（　
）
前
掲
書
所
収
）


阿
佐
井
野
氏
に
つ
い
て
―　　―
（　
）　
「
宗
瑞
居
士
十
三
年
忌
拈
香
法
語
」（
注
（　
）
前
掲
書
所
収
）


（　
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本

（　
）　
扉
に
「
紫
野
大
徳
寺
中
玉
林
庵
旧
蔵　
天
正
文
禄
慶
長
年
間　
法
用
文
集　
一
冊
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

（　
）　
「
慶
長
十
三
年
十
二
月
廿
一
日
付
円
光
丈
室
書
状
」（
注
（
７
）
前
掲
書
所
収
）

（　
）　
『
天
王
寺
屋
会
記
』
永
禄
二
年
十
一
月
二
十
五
日
条
、
弘
治
四
年
閏
六
月
二
十
六
日
条
他
（『
天
王
寺
屋
会
記
』
七　
淡
交
社　
一
九
八
九
所
収
）

（　
）　
『
続
応
仁
後
記
』（『
新
訂
増
補
史
籍
集
覧
武
家
部
戦
記
編
三
』　
臨
川
書
店　
昭
和
四
二
年
所
収
）

（　
）　
注
（　
）
同
前
書


（　
）　
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
写
本

（　
）　
『
澤
庵
和
尚
全
集
』
巻
一　
澤
庵
和
尚
全
集
刊
行
会　
昭
和
五
年
所
収

（　
）　
「
竹
田
薬
師
院
由
緒
書
」（
注
（
７
）
前
掲
書
所
収
）

（　
）　
『
数
寄
物
名
匠
集
』（
注
（
７
）
前
掲
書
所
収
）

（　
）　
『
続
群
書
類
従
』
第
三
一
輯
下
雑
部　
続
群
書
類
従
完
成
会　
昭
和
三
三
年
所
収

（　
）　
「
連
歌
史
年
表
」（
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
』
下
増
補
改
訂
版　
明
治
書
院　
平
成
五
年
所
収
）

（　
）　
『
元
禄
二
己
巳
歳
堺
大
絵
図
』　
前
田
書
店　
一
九
七
七
年
に
よ
る
。

（　
）　
『
堺
市
史
』
第
五
巻
資
料
編
第
二　
堺
市
役
所　
昭
和
四
年
所
収

（　
）　
角
山
栄
『
堺
』　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　
二
〇
〇
〇
年　
一
〇
〇
頁

（　
）　
注
（　
）
前
掲
書　
二
七
六
頁
、
二
七
八
頁


（　
）　
大
蔵
譲
與
「
翻
刻
古
本
論
語
序
」（『
南
宗
版
論
語
考
異
』　
南
宗
寺　
大
正
五
年
所
収
）

（
く
ぼ
お　
と
し
ろ
う　
図
書
課
）　
―　　―
